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    ～輸出の伸びは大幅鈍化したが均してみれば堅調～   
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 季調値 原数値
(10億円) 貿易収支 輸　出 輸　入 貿易収支

06年2月 589 6067 5478 910
3月 625 6077 5452 939
4月 386 6049 5663 611
5月 826 6119 5293 356
6月 652 6156 5504 800
7月 769 6344 5576 851
8月 658 6427 5769 192
9月 471 6408 5937 1007

10月 707 6460 5753 613
11月 970 6621 5651 908
12月 712 6662 5949 1110

07年1月 1052 6858 5806 -2
2月 655 6699 6044 980

（出所：貿易統計・財務省）
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輸出金額 輸出価格 輸入金額 輸入価格
全体 対米 対EU 対アジア 全体 対米 対EU 対アジア

06年2月 20.7 5.3 14.6 8.4 5.4 16.0 31.3 28.0 2.6 6.9 5.8 3.2
3月 18.0 6.2 11.1 8.0 11.0 11.8 25.9 24.4 1.2 ▲ 7.0 ▲ 0.7 7.2
4月 11.3 4.7 6.3 8.7 1.8 6.6 21.1 15.5 4.8 ▲ 15.0 ▲ 3.6 11.3
5月 18.9 6.6 11.6 15.1 11.4 15.2 18.5 13.6 4.4 5.5 3.9 9.2
6月 14.5 5.3 8.7 2.5 12.1 7.8 18.4 13.4 4.4 ▲ 0.3 ▲ 3.0 9.7
7月 14.2 7.9 5.8 8.9 3.6 6.2 17.0 12.3 4.1 ▲ 6.2 3.3 11.1
8月 17.5 5.0 12.0 13.0 7.7 10.5 16.2 13.6 2.4 6.4 4.0 4.7
9月 15.2 7.3 7.3 7.5 8.2 13.1 16.9 13.9 2.6 2.7 ▲ 2.0 7.7

10月 11.6 9.7 1.7 10.3 ▲ 1.3 6.7 17.5 8.8 8.0 19.7 4.3 12.3
11月 12.1 7.8 4.0 7.4 3.2 6.1 7.6 5.0 2.4 5.3 ▲ 6.6 6.0
12月 9.8 5.3 4.2 6.7 ▲ 2.6 8.4 7.8 3.2 4.4 ▲ 10.6 8.7 7.2

07年1月 19.0 9.4 8.8 0.7 ▲ 4.8 23.0 10.3 10.4 ▲ 0.1 15.6 0.5 0.2
2月 9.7 11.2 ▲ 1.3 1.7 ▲ 0.4 2.3 10.1 2.1 7.8 3.7 4.3 16.5

輸出数量指数 輸入数量指数

 

○２月の貿易黒字額は前年比＋7.7％ 

２月の貿易収支は9796億円（原数値）、前年比＋7.7％と４ヶ月連続で増加した。輸入金額は原油価格が

前年から下落したことから原粗油が前年比▲12.0％とマイナスとなったものの、衣類・同付属品、非鉄金属

等が増加し、前年比＋10.1％（前月同＋10.3％）と輸入金額全体では前月並みの伸びとなった。一方、輸出

金額は前年比＋9.7％（前月同＋19.0％）と大幅に鈍化した。輸出は特殊要因もあって伸びが鈍化したが均

してみれば堅調な推移となっている。 

 

○ 旧正月要因の反動によりアジア向け輸出の伸びが大幅鈍化 

数量ベースの輸出は前年比▲1.3％（前月同＋8.8％）とマイナスに転じた。地域別にみると、米国向け

（同＋1.7％←前月同＋0.7％）は小幅伸びが拡大し、ＥＵ向け（同▲0.4％←前月同▲4.8％）はマイナス幅

が縮小したものの、アジア向け（同＋2.3％←前月同＋23.0％）の伸びが大幅に縮小した。主要地域ではア
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ジア向けの輸出の減速が顕著であるが、これは中華圏の旧正月による反動減の影響が大きい。１月に大幅に

増加した反動を考えれば、引き続き堅調さが持続していると考えられる。米国向けについては、自動車輸出

が年明け以降はやや増勢が鈍化しているものの堅調である。自動車は燃費性能など競争力が高く、06 年に高

い伸びとなった反動や現地生産の進展から伸びが縮小する可能性はあるものの、自動車輸出は先行きも堅調

な推移が続こう。ＥＵ向けについてはこのところマイナス傾向となっているが、２月はマイナス幅が縮小し

た。2007 年１月からのドイツ付加価値税の引き上げの影響は懸念材料ではあるが悪影響は限定的と見られる

こと、円安・ユーロ高傾向となっていること等を考慮すれば底堅く推移すると見込まれる。総じてみれば、

２月は特殊要因による反動減が大きく、輸出数量の基調を見る上では１－２月を均してみる必要があり、１

－２月期は前年同期比＋3.3％となった。06 年 10－12 月期も同＋3.3％であり、単月の振れは大きいものの

トレンドとしてみれば大きな変化はみられていないと考えられる。輸出は増加テンポが緩やかに減速しつつ

も底堅く推移している。 
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地域別輸出数量指数の推移（3ヵ月移動平均）
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（％） 米国向け輸出金額の要因分解（前年比）

（出所）財務省「貿易統計」                    （出所）財務省「貿易統計」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 輸出は底堅く推移し、07年後半以降は増勢が強まる見込み 

輸出の先行きを展望すれば、輸出の先行指標であるＯＥＣＤ景気先行指数がこのところ下を向いている点

はややネガティブである。もっとも、輸出への影響が大きい米国経済については減速傾向がしばらく続くも

のの、失速していく公算は小さいとみられる。サブプライムローン問題が住宅部門の調整を深刻化し、個人

消費へ悪影響が及ぶリスクには注意が必要だが、現時点では個人消費への影響は限定的であると考えられる。

さらにはＩＳＭ製造業新規受注が２月に上昇したこと等を踏まえれば、海外需要が急速に落ち込んでいくこ

とも考えにくい。今後も海外需要については注視する必要はあるものの、輸出は底堅く推移し、07年後半以
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（％） 輸入金額の要因分解（前年比）

（出所）財務省「貿易統計」
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降は海外景気の復調によって輸出は増勢が強まることを見込む。 
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（出所）財務省「貿易統計」、ＯＥＣＤ              （出所）財務省「貿易統計」、ＩＳＭ 
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＊OECD景気先行指数は５ヶ月先行

輸出数量とＯＥＣＤ景気先行指数（％
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＊ＩＳＭ製造業新規受注は５ヶ月先行

輸出数量とＩＳＭ製造業新規受注


